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１．目的 

  戦後の拡大造林期に造成された針葉樹人工林の多くは 40～60 年生と伐期を迎えつつ

あるが、材価の下落や担い手不足など深刻な林業不振により、間伐や枝打ち等の手入れが

不足し、主伐自体が先送りされる状況にある。こうした針葉樹人工林を対象にした適切な

長伐期施業法を確立するために、現在の約 2 倍の伐期（約 100～120 年）へ誘導する場合の

間伐手法とそれに応じた将来木（主伐木）の選定法について、個体ベースの成長モデルに

よる予測と高齢林分の実態調査をもとに具体的な指針を策定する。そのための研究体制と

して、１）個体ベースのモデルによる各種間伐後の成長予測とモデルの精度検証、２）長

伐期施業林の特性解析と目標林型の抽出、３）長伐期施業に向けた将来木の選定方法のガ

イドライン作成、の３つの小課題を設定した。 
 

２．全期間における研究成果の概要 

 小課題１）については、スギやヒノキの光合成・呼吸速度など実測値を一部成長モデル

に取り込み精緻化を図った。モデルの推定精度を複数林分の実測データを用いて検証した

結果、若齢林の場合 7 割以上の個体で 20 年後の胸高直径の予測値が実測値と 30%以内の差

にあるなど、高齢林も含めて幅広い林齢の林分を対象に適用できることが確認できた。 
小課題２）については、茨城県や岩手県に設定した高齢のスギ林及びヒノキ林（100～120

年）の調査データから、現在の林分構造と過去の施業（間伐）履歴との関係を解析した。

その結果、40～50 年生時の立木密度が低く、その後の間伐の強度が強い方が、約 100 年生

時の個体の平均直径はより大きくなる傾向が認められた。また、個体間の競争モデルを用

いた解析からは、隣接個体の影響による成長低下を避けるのに必要な個体間の距離の目安

が示され、長伐期林へ誘導する際の適正な管理密度を明らかにすることができた。 
小課題３）では、50 年生のスギ仮想林分に１）の成長モデルを適用し、初期密度（50 年

生時）や間伐法とその強度（下層、将来木的間伐）を変えた主伐 100 年までの複数の間伐

シナリオに対して、残存木の成長予測と間伐に伴う伐採・搬出コストを試算し比較した。

その結果、２）の解析から示唆されたように、50 年生時に低密度で初回に強い間伐（50%）

をすると主伐時の平均直径は大きく、大径材（50cm 以上）本数も多くなることなどが示唆

された。以上の結果は、総収益の差も考慮して長伐期林へ誘導する際に、具体的な指針を

策定する上で重要な情報として活用できる。 
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５．評価結果の概要 

このプロジェクトではモデルの占める重要性が高く、光合成や呼吸、光環境への反応など、種々

の生物学的過程を取り入れた総合モデルとして一定の完成品となったと評価できる。モデルの実用性

の検証がいくつか行われているが、その中で、樹高の予測値が過大気味であることが一つの問題点で

あり、モデルの各要素を再度点検して今後は予測精度を向上してほしい。経営的な観点からの収益分

析は、現にある人工林を長伐期の優良林分へ導くための間伐シナリオのどれを選択するのが良いか判

断するのに役立つであろう。さらに、長伐期化に適・不適の判断ができる条件の整理を行えば、利用

者の意思決定に役立つと思われる。長伐期の森林は、生産林のみでなく環境林としても重要であるの

で、環境林としての機能評価についても視野に入れておくべきであろう。 
 

６．評価において指摘された事項への対応 

 長伐期林の環境林としての機能評価については、間伐等が土壌の養水分環境や多様性に与える影

響に関して他の研究課題で行われている成果を踏まえながら、間伐シナリオの選択オプションとし

て指針に組み入れることを検討する。成長モデルの指摘事項（欠点）については、今後実行課題（A112）

や他の後継課題（H26 年度科研費課題、申請中）において改良と精緻化を進めて、より高精度で汎

用性も高いモデルの完成を目指す予定である。 

 

 


